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い
わ
ゆ
る
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
、
き
わ
め
て
含
蓄
も
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
又
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
一
句
に
つ
い
て
は
、
既
に
先

達
が
詳
細
に
論
究
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
注
1
)
、
こ
の
上
さ
ら
に

屋
上
屋
を
重
ね
る
が
ご
と
き
考
究
は
不
要
で
あ
る
よ
う
に
も
観
ぜ
ら

れ
は
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
あ
ら
た
め
て
見
直
す
な
ら
ば
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
に
先
達
の
言
及
に
外
れ
た
文
献
も
あ
り
、
か
つ
又
こ
れ
を
医

学
思
想
の
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
や
は
り
い
さ
さ
か
な
り
と
も
論
述

を
補
う
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
先
達
の
論
究
を
基
礎
に
、
更
に
二

S
三
の
文
献
を

も
併
せ
見
て
、
こ
の
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
一
句
そ
れ
自
体
の
周

辺
を
探
り
、
そ
の
上
で
、
そ
の
医
学
思
想
的
な
意
義
に
つ
い
て
、
ま

ず
こ
れ
を
中
国
古
代
の
医
学
思
想
に
お
い
て
垣
間
見
、
更
に
そ
の
影

響
を
ー
ー
少
な
く
と
も
文
献
の
上
で
—
|
呻
ァ
く
受
け
た
と
見
受
け
ら

〈
医
は
意
な
り
〉
孜

I

医
学
思
想
的
な
観
点
か
ら
|
_
t

れ
る
吉
益
東
洞
に
お
い
て
概
観
し
て
、
ま
と
め
に
代
え
た
い
と
考
え

る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
ま
ず
、
こ
の
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う

句
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

既
に
先
達
も
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
一

句
の
、
文
献
的
に
最
も
古
い
用
例
は
、
六
朝
宋
苑
嘩
著
す
所
の
『
後

漢
書
』
、
巻
八
十
二
下
、
「
方
術
伝
」
中
の
「
郭
玉
伝
」
で
あ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
。
論
述
の
便
宜
上
、
ま
ず
そ
の
全
文
を
挙
げ
る
。

郭
玉
者
、
広
漢
維
人
也
、
初
有
老
父
不
知
何
出
、
常
漁
釣
於
浩

水
、
因
号
浩
翁
、
乞
食
人
間
、
見
有
疾
者
、
時
下
針
石
、
輛
応

時
而
効
、
乃
著
針
経
診
脈
法
伝
於
世
、
弟
子
程
高
、
尋
求
積
年
、

翁
乃
授
之
、
高
亦
隠
跡
不
仕
、
玉
少
師
事
高
、
学
方
診
六
微
之

技
、
陰
陽
隠
側
之
術
、
和
帝
時
、
為
太
医
丞
、
多
有
効
応
、
帝

舘

野

正

美（
日
本
大
学
）

(1) 
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奇
之
、
初
試
令
嬰
臣
美
手
腕
者
与
女
子
雑
処
帷
中
、
使
玉
各
診

一
手
、
問
所
疾
苦
、
玉
日
、
左
陽
右
陰
、
脈
有
男
女
、
状
若
異

人
、
臣
疑
其
故
、
帝
嘆
息
称
善
、
玉
仁
愛
不
衿
、
雖
貧
賎
斯
養
、

必
尽
其
心
力
、
而
医
療
貴
人
、
時
或
不
愈
、
帝
乃
令
貴
人
扁
服

変
処
、
一
針
即
差
、
召
玉
詰
問
其
状
、
対
日
、
医
之
為
言
意
也
、

膜
理
至
微
、
随
気
用
巧
、
針
石
之
間
、
竜
ザ
亡
即
乖
、
神
存
於
心

手
之
際
、
可
得
解
而
不
可
得
言
也
、
夫
貴
者
処
尊
高
以
臨
臣
、

臣
懐
怖
価
以
承
之
、
其
為
療
也
、
有
四
難
焉
、
自
用
意
而
不
任

臣
、
一
難
也
、
将
身
不
謹
、
二
難
也
、
骨
節
不
強
、
不
能
使
薬
、

三
難
也
、
好
逸
悪
労
、
四
難
也
、
針
有
分
寸
、
時
有
破
漏
、
重

以
恐
憚
之
心
、
加
以
裁
慎
之
志
、
臣
意
且
猶
不
尽
、
何
有
於
病

哉
、
此
其
所
為
不
愈
也
、
帝
善
其
対
、
年
老
卒
官
、
（
郭
玉
は
、

広
漢
維
人
な
り
。
初
め
老
父
有
り
、
何
れ
に
出
ず
る
か
を
知
ら

ず
。
常
に
浩
水
に
漁
釣
す
。
因
り
て
浩
翁
と
号
す
。
人
間
に
乞

食
し
、
疾
む
者
有
る
を
見
れ
ば
、
時
に
針
石
を
下
し
、
輛
ち
時

に
応
じ
て
効
す
。
乃
ち
針
経
診
脈
法
を
著
し
て
世
に
伝
わ
る
。

弟
子
程
高
、
尋
求
積
年
、
翁
乃
ち
之
に
授
く
。
高
も
亦
跡
を
隠

し
て
仕
え
ず
。
玉
少
く
し
て
高
に
師
事
し
、
方
診
六
微
の
技
、

陰
陽
隠
側
の
術
を
学
べ
り
。
和
帝
の
時
、
太
医
の
丞
と
為
る
。

多
く
効
応
あ
り
。
帝
之
を
奇
と
し
、
初
ち
試
み
に
嬰
臣
の
美
な

る
手
腕
の
者
を
し
て
、
女
子
と
帷
中
に
雑
り
処
ら
し
め
て
、
玉

を
し
て
各
々
一
手
を
診
て
、
疾
苦
す
る
所
を
問
わ
し
む
。
玉
日

く
、
左
は
陽
右
は
陰
に
し
て
、
脈
に
男
女
あ
り
。
状
、
異
人
な

る
が
若
し
。
臣
其
の
故
を
疑
う
、
と
。
帝
嘆
息
し
て
善
を
称
せ

り
。
玉
は
仁
愛
に
し
て
衿
ら
ず
。
貧
賎
斯
養
と
雖
も
、
必
ず
其

の
心
力
を
尽
く
す
。
而
る
に
貴
人
を
医
療
し
て
、
時
に
愈
え
ざ

る
も
の
あ
り
。
帝
乃
ち
貴
人
を
し
て
雁
服
し
て
変
処
せ
し
む
る

に
、
一
針
に
し
て
即
ち
差
ゆ
。
玉
を
召
し
て
其
の
状
を
詰
問
す
。

対
え
て
日
く
、
医
の
言
為
る
や
意
な
り
。
膜
理
は
至
微
に
し
て
、

気
に
随
い
て
巧
を
用
う
。
針
石
の
間
は
、
竜
茫
な
り
と
も
即
ち

乖
く
。
神
は
心
手
の
際
に
存
す
。
解
す
こ
と
を
得
る
べ
く
も
、

言
う
こ
と
を
得
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
夫
れ
貴
き
者
は
尊
高
に

処
り
て
以
て
臣
に
臨
む
。
臣
、
怖
価
を
懐
し
て
以
て
之
を
承
く
。

其
の
療
を
為
す
や
、
四
難
あ
り
。
自
ら
意
を
用
い
て
臣
に
任
ぜ

ざ
る
は
、
一
難
な
り
。
身
を
将
て
謹
ま
ざ
る
は
、
二
難
な
り
。

骨
節
強
か
ら
ず
し
て
薬
を
使
う
に
能
え
ざ
る
は
、
三
難
な
り
。

逸
を
好
み
て
労
を
悪
む
は
、
四
難
な
り
。
針
に
分
寸
あ
り
、
時

に
破
漏
あ
り
。
重
ぬ
る
に
恐
憚
の
心
を
以
て
し
、
加
う
る
に
裁

慎
の
志
を
以
て
す
れ
ば
、
臣
意
す
ら
且
つ
猶
お
尽
く
さ
ず
。
何

ぞ
病
を
於
や
す
こ
と
か
こ
れ
あ
ら
ん
。
此
れ
其
の
愈
え
ず
と
為

す
所
な
り
、
と
。
帝
其
の
対
え
を
善
し
と
す
。
年
老
い
て
官
を

卒
す
。
『
後
漢
書
』
「
方
術
伝
」
）

右
、
華
陀
と
並
ん
で
『
後
漢
書
』
の
「
方
術
伝
」
に
記
述
さ
れ
る

名
医
郭
玉
の
伝
記
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
〈
医
は

(2) 
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意
な
り
〉
と
い
う
一
句
の
原
型
と
お
ぼ
し
き

医
之
為
言
意
也
、
（
医
の
言
為
る
や
意
な
り
。
）

と
い
う
一
句
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
一
句
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
、
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ

の
一
句
に
続
い
て
、

膜
理
至
微
、
随
気
用
巧
、
針
石
之
間
、
嘔
ザ
亡
即
乖
、
神
存
於
心

手
之
際
、
可
得
解
而
不
可
得
言
也
、
（
膜
理
は
至
微
に
し
て
、

気
に
随
い
て
巧
を
用
う
。
針
石
の
間
は
、
竜
芭
な
り
と
も
即
ち

乖
く
。
神
は
心
手
の
際
に
存
す
。
解
す
こ
と
を
得
る
べ
く
も
、

言
う
こ
と
を
得
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
）

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
の
一
句
が
名
医
た
る
郭
玉
の
名
人
芸
と
も

言
う
べ
き
卓
越
し
た
医
療
技
術
の
〈
針
石
の
間
は
、
嘔
茫
な
り
と
も

即
ち
乖
く
〉
と
い
う
、
き
わ
め
て
微
妙
な
要
訣
を
、
〈
神
は
心
手
の

際
に
存
す
〉
と
い
う
、
一
種
さ
と
り
に
も
似
た
境
地
と
し
て
記
述
す

る
脈
絡
中
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
一
文
中
の

可
得
解
而
不
可
得
言
也
、
（
解
す
こ
と
を
得
る
べ
く
も
、
言
う

こ
と
を
得
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
）

と
い
う
一
句
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
郭
玉
が
、
そ
の
父
で

や
は
り
名
医
で
あ
っ
た
〈
浩
翁
〉
の
も
と
で
医
術
の
修
行
を
積
ん
で
、

そ
の
奥
義
を
体
得
し
た
、
一
種
神
技
の
如
き
治
術
は
、
や
は
り
相
等

の
鍛
錬
を
積
ん
で
、
み
ず
か
ら
こ
れ
を
体
現
す
る
以
外
に
そ
の
真
髄

を
〈
解
す
る
〉
方
法
は
な
い
の
で
あ
り
、
日
常
的
な
言
語
の
表
象
作

用
に
よ
っ
て
伝
達
可
能
な
対
象
と
な
り
え
な
い
、
つ
ま
り
〈
言
う
こ

と
を
得
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
〉
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

客
観
的
な
実
証
性
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
い
さ
さ
か
問
題
も
あ

ろ
う
が
、
そ
の
点
は
今
ひ
と
ま
ず
論
外
に
措
く
と
し
て
、
ま
さ
に
こ

の
〈
言
う
こ
と
を
得
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
〉
と
い
う
点
に
こ
そ
、
郭

玉
の
医
術
、
ひ
い
て
は
こ
の
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
一
句
の
医
学

思
想
的
な
意
味
に
お
け
る
真
骨
頂
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
〈
言
う
こ
と
を
得
る
べ
か
ら
〉
ざ
る

と
こ
ろ
の
〈
意
〉
と
は
、
要
す
る
に
、
か
の
『
易
経
』
の

子
日
、
書
不
尽
言
、
言
不
尽
意
、
然
則
聖
人
之
意
、
其
不
可
見

乎
、
子
日
、
聖
人
立
象
以
尽
意
、
設
卦
以
尽
情
偽
、
繋
辞
焉
以

尽
其
言
、
変
而
通
之
以
尽
利
、
鼓
之
舞
之
以
尽
神
、
（
子
日
く
、

書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
、
と
。
然
ら
ば
則

ち
聖
人
の
意
は
、
其
れ
見
る
可
か
ら
ざ
る
か
。
子
日
く
、
聖
人

は
象
を
立
て
て
以
て
意
を
尽
く
し
、
卦
を
設
け
て
以
て
情
偽
を

尽
く
し
、
辞
を
繋
け
て
以
て
其
の
言
を
尽
く
し
、
変
じ
て
之
を

通
じ
以
て
利
を
尽
く
し
、
之
を
鼓
し
之
を
舞
し
て
以
て
神
を
尽

く
す
、
と
。
『
易
経
』
「
繋
辞
上
伝
」
）

と
い
う
、
中
国
古
代
思
想
に
淵
源
す
る
、
一
種
の
伝
統
的
な
言
語
観

を
記
述
す
る
典
型
的
な
一
文
に
お
け
る
〈
意
〉
と
い
う
語
彙
の
概
念

を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(3) 
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要
す
る
に
、
易
_

_

 易
の
占
い
、
易
占
I

と
は
（
注
2
)
、
さ

ま
ざ
ま
な
鍛
錬
を
通
じ
て
、
お
の
が
意
識
の
深
層
領
域
ー
い
わ
ゆ

こ
と
ば

る
、
一
種
の
II

非
日
常
の
世
界
II

に
お
い
て
体
現
さ
れ
る
〈
言
〉

に
な
ら
な
い
人
間
存
在
の
真
実
を
、
い
わ
ゆ
る
六
十
四
卦
の
象
徴
体

系
に
お
い
て
表
象
し
敷
術
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
II

占
い

II

の
一
形
態

で
あ
り
、
そ
の
本
来
の
形
態
に
お
け
る
易
の
占
断
の
〈
意
〉

1

真

意
—
|
は
‘
や
は
り
〈
聖
人
〉
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
卓
越
し
た
人
物

で
な
け
れ
ば
的
確
に
理
解
で
き
ず
、
い
き
お
い

書
不
尽
言
、
言
不
尽
意
、
（
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を

尽
く
さ
ず
。
）

と
言
わ
れ
る
に
至
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
易
に
お
い
て
は
、
い
ま
言

及
し
た
通
り
、
六
十
四
卦
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
象
に
よ
っ
て
こ
れ
を
象

こ
と
ば

徴
的
に
表
象
し
、
そ
の
本
来
〈
言
〉
に
な
ら
な
い
微
妙
な
〈
意
〉

こ
と
ば

ー
を
、
し
か
し
あ
え
て
〈
言
〉
の
次
元
で
真
意
I

敷
術
し
説

明
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ひ
る
が
え
っ
て
、
『
後
漢
書
』
の
「
郭
玉
伝
」
に
い
わ
ゆ

る
〈
医
の
言
為
る
や
意
な
り
〉
の
〈
意
〉
と
は
、
『
易
経
』
の
「
繋

辞
上
伝
」
に
お
け
る
一
文
に
見
え
た
そ
れ
の
意
味
内
容
を
踏
襲
し
て
、

長
年
に
亘
る
鍛
錬
を
通
じ
て
体
得
さ
れ
た
医
術
の
真
髄
と
し
て
の
II

真
意
II

の
〈
意
〉
の
謂
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
現
象
的
な
脈
絡
に
お
け
る
根
原
が
、
人
間
の
〈
意
〉

1

こ
こ
ろ

・
意
識
|
|
の
深
い
次
元
に
存
し
、
か
つ
そ
の
現
実
的
な
発
現
I

す
な
わ
ち
、
そ
の
名
人
芸
的
医
術
の
行
使
ー
|
t
に
当
た
っ
て
は
、
常

に
平
常
心
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
同
時
に
又
そ
れ

は
今
述
べ
た
通
り
、

II

こ
こ
ろ
II

・
意
識
と
い
っ
た
意
味
あ
い
を
持

ち
え
よ
う
が
、
し
か
し
、
決
し
て
恣
意
的
な
、
全
く
そ
の
場
か
ぎ
り

の
意
見

I

つ
ま
り
、
郭
玉
自
身
の
い
わ
ゆ
る
〈
み
ず
か
ら
意
を
用

い
て
臣
に
任
せ
ざ
る
〉
の
〈
意
〉

1

と
い
っ
た
意
味
に
は
決
し
て

な
り
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
古
典

文
献
に
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
意
味
体
系
と
し
て
の
語
彙
と
概
念

の
脈
絡
が
あ
り
、
中
国
の
古
典
的
文
章
表
現
は
、
常
に
こ
の
脈
絡
に

沿
っ
た
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
郭
玉
の
い
わ
ゆ
る
〈
医
の
言
為
る
や
意
な
り
。
…
…

解
す
こ
と
を
得
る
べ
く
も
、
言
う
こ
と
を
得
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
〉

と
は
、
郭
玉
の
一
種
さ
と
り
に
も
似
た
神
技
と
し
て
発
現
す
る
医
術

の
境
地
が
、
彼
み
ず
か
ら
の
意
識
の
中
で
は
、
微
妙
で
は
あ
る
が
確

乎
と
し
て
体
現
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
〈
言
〉

の
次
元
で
表
現
し
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
却
っ
て
こ
れ
を
失
っ
て

し
ま
う
I

不
可
能
事
で
あ
る
こ
と
ー
を
痛
感
せ
ざ
る
を
え
な
い

と
い
う
考
え
方
を
、
中
国
の
古
典
文
献
中
に
お
い
て
存
在
と
こ
と
ば

の
乖
離
を
記
述
す
る
『
易
経
』
の
「
繋
辞
上
伝
」
の
〈
言
は
意
を
尽

く
さ
ず
〉
と
い
う
一
句
を
意
識
し
、
念
頭
に
置
き
つ
つ
述
べ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
郭
玉
伝
」
で
は
、
更
に
続
い
て
、
い
わ
ゆ
る
〈
四
難
〉

(4) 
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が
列
挙
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
〈
四
難
〉
の
た
め
に
平
常
心
が
失
わ
れ
、

〈
針
に
分
寸
あ
り
、
時
に
破
漏
あ
り
〉
と
言
わ
れ
る
、
き
わ
め
て
微

妙
な
る
医
術
の
真
意
が
〈
臣
意
す
ら
且
つ
猶
お
尽
く
さ
ず
〉
と
損
な

わ
れ
て
、
全
う
な
治
療
が
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
展
開

さ
れ
る
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
指

摘
し
た
『
易
経
』
「
繋
辞
上
伝
」
と
全
く
同
一
の
脈
絡
に
お
け
る
論

述
の
展
開
で
あ
ろ
う
こ
と
、
既
に
言
を
侯
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
一
句
の
最
も
古

い
用
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
『
後
漢
書
』
の
「
郭
玉
伝
」
の
一
文

に
つ
い
て
、
医
学
思
想
の
観
点
か
ら
見
て
、
そ
の
基
本
的
な
意
味
内

容
を
い
さ
さ
か
解
析
し
て
み
た
。
そ
こ
で
以
下
に
引
き
続
き
、
他
の

文
献
に
お
け
る
〈
医
は
意
な
り
〉
の
用
例
を
含
む
論
述
を
概
観
し
、

上
述
の
解
析
を
敷
術
し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
宋
の
唐
慎
微
著
す
所
の
『
證
類
本
草
』
（
巻
一
、
「
序
例
上
」
）

に
引
く
、
梁
の
陶
弘
景
の
『
神
農
本
草
経
』
の
「
序
録
」
、
す
な
わ

ち
、
『
本
草
集
注
序
録
』
の
一
節
を
見
て
み
た
い
。

又
有
分
剤
秤
両
軽
重
多
少
、
皆
須
頸
別
、
若
用
得
其
宜
、
与
病

相
会
、
入
口
必
愈
、
身
安
寿
延
、
若
冷
熱
乖
衷
、
真
仮
非
類
、

分
両
違
舛
、
湯
丸
失
度
、
当
差
反
劇
、
以
至
残
命
、
医
者
意
也
、

古
之
所
謂
良
医
者
、
蓋
善
以
意
量
得
其
節
也
、
諺
云
、
俗
無
良

医
、
柾
死
者
半
、
拙
医
療
病
、
不
如
不
療
、
喩
如
宰
夫
以
蝉
鼈

為
尊
羮
、
食
之
更
足
成
病
、
登
充
飢
之
可
望
乎
、
故
仲
景
云
、

如
此
死
者
、
愚
医
殺
之
也
、
（
又
分
剤
秤
両
の
軽
重
多
少
あ
り
。

皆
須
く
頸
別
す
べ
し
。
若
し
用
う
る
に
其
の
宜
し
き
を
得
て
、

病
と
相
会
す
れ
ば
、
口
に
入
れ
ば
必
ず
愈
え
、
身
安
ら
か
に
寿

延
ぶ
。
若
し
冷
熱
の
衷
に
乖
き
、
真
仮
の
類
に
非
ず
、
分
両
の

舛
に
違
い
、
湯
丸
の
度
を
失
す
れ
ば
、
当
に
差
ゆ
べ
き
も
、
反

っ
て
劇
し
て
以
て
命
を
殖
す
に
至
る
。
医
は
意
な
り
。
古
の
謂

わ
ゆ
る
良
医
と
は
、
蓋
し
善
く
意
を
以
て
量
り
て
其
の
節
を
得

る
も
の
な
り
。
諺
に
云
う
、
俗
に
良
医
な
く
ん
ば
、
柾
死
す
る

者
半
ば
す
。
拙
医
の
病
を
療
す
る
は
、
療
せ
ざ
る
に
如
か
ざ
る

な
り
、
と
。
喩
う
れ
ば
宰
夫
の
師
鼈
を
以
て
尊
羮
と
為
す
が
如

し
。
之
を
食
ら
い
て
更
に
病
を
成
す
に
足
れ
ば
、
登
に
飢
え
を

充
た
す
こ
と
の
望
む
べ
け
ん
や
。
故
に
仲
景
云
わ
く
、
此
く
の

如
く
し
て
死
す
る
者
は
、
愚
医
の
之
を
殺
せ
し
な
り
、
と
。
『
證

類
本
草
』
「
序
列
上
」
所
引
、
『
本
草
集
注
』
「
序
録
」
）

〈意〉

I

す
な
わ
ち
、
永
年
の
鍛
練
を
積
ん
で
、
お
の
が
意
識
の

奥
底
に
体
得
さ
れ
た
、
こ
の
場
合
は
特
に
執
匙
の
加
減
、
と
い
う
意

味
で
の
真
意
ー
—
'
を
以
て
、
使
用
す
る
薬
剤
の
〈
冷
熱
〉
〈
真
仮
〉
〈
分 (5) 
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量
〉
〈
湯
丸
〉
（
の
分
別
）
な
ど
の
〈
節
〉

1

ち
ょ
う
ど
よ
い
と
こ

ろ
、
又
い
わ
ゆ
る
〈
其
の
宜
し
き
〉

1

を
見
極
め
て
処
方
し
な
け

れ
ば
、
治
る
べ
き
病
気
も
却
っ
て
劇
症
と
な
っ
て
死
に
至
ら
し
め
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
と
て
も
〈
良
医
〉
と
は
言

え
ず
、
〈
蝉
鼈
〉

1

う
つ
ぼ
・
う
み
へ
び
や
す
っ
ぽ
ん
・
ど
ろ
が

め
の
類
ー
と
〈
尊
羮
〉
|
|
＇
美
味
な
る
尊
菜
の
吸
い
物
—
_
L

と
の

区
別
も
つ
か
な
い
料
理
人
と
同
じ
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

本
草
学
者
た
る
陶
弘
景
ら
し
く
、
薬
剤
の
処
方
の
妙
所
と
い
う
意

味
で
〈
意
〉
と
い
う
語
彙
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
内
容
は
、

先
に
見
た
『
後
漢
書
』
「
郭
玉
伝
」
の
そ
れ
と
、
全
く
同
一
の
脈
絡

内
に
あ
る

i

つ
ま
り
、
そ
れ
を
敷
術
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
次
に
、
五
代
後
晋
の
劉
晦
著
す
所
の
『
旧
唐
書
』
（
巻
―
四

-
）
「
方
伎
伝
」
中
の
「
許
胤
宗
伝
」
に
見
え
る
、
許
胤
宗
の
言
葉

を
概
観
し
て
み
た
い
。
尚
、
許
胤
宗
の
伝
記
は
『
新
唐
書
』
（
巻
二

0
四
）
の
「
方
伎
伝
」
中
に
も
見
え
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ

同
一
で
あ
り
、
な
お
『
旧
唐
書
』
の
記
述
の
方
が
、
『
新
唐
書
』
の

そ
れ
に
比
べ
て
よ
り
詳
し
い
。
今
『
旧
唐
書
』
の
記
述
を
採
り
上
げ

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
但
、
そ
れ
に
対
し
て
、
『
新
唐
書
』
の
記
載
は
、

む
し
ろ
要
を
得
て
正
確
で
も
あ
る
。
後
に
必
要
に
応
じ
て
こ
ち
ら
に

も
言
及
す
る
（
注
3
)
。

さ
て
、
許
胤
宗
の
伝
記
は
、
次
の
通
り
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

許
胤
宗
、
常
州
義
興
人
也
、
初
事
陳
為
新
察
王
外
兵
参
軍
、
時

柳
太
后
病
風
不
言
、
名
医
治
皆
不
愈
、
脈
益
沈
而
喋
、
胤
宗
日
、

口
不
可
下
薬
、
宜
以
湯
気
薫
之
、
令
薬
入
膜
理
、
周
理
即
差
、

乃
造
黄
者
防
風
湯
数
十
朗
、
置
於
肱
下
、
気
如
煙
霧
、
其
夜
便

得
語
、
由
是
超
拝
義
興
太
守
、
陳
亡
入
隋
、
歴
尚
薬
奉
御
、
武

徳
初
、
累
授
散
騎
侍
郎
、
時
関
中
多
骨
蒸
病
、
得
之
必
死
、
逓

相
連
染
、
諸
医
無
能
療
者
、
胤
宗
毎
療
、
無
不
愈
、
或
謂
日
、

公
医
術
若
神
、
何
不
著
書
以
胎
将
来
、
胤
宗
日
、
医
者
意
也
、

在
人
思
慮
、
又
脈
候
幽
微
、
苦
其
難
別
、
意
之
所
解
、
口
莫
能

宣
、
且
古
之
名
手
、
唯
是
別
脈
、
脈
既
精
別
、
然
後
識
病
、
夫

病
之
於
薬
、
有
正
相
当
者
、
唯
須
単
用
一
味
、
直
攻
彼
病
、
薬

力
既
純
、
病
即
立
愈
、
今
人
不
能
別
脈
、
莫
識
病
源
、
以
情
臆

度
、
多
安
薬
味
、
醤
之
於
猟
、
未
知
免
所
、
多
発
人
馬
、
空
地

遮
囲
、
或
裳
一
人
偶
然
逢
也
、
如
此
療
疾
、
不
亦
疏
乎
、
仮
令

一
薬
偶
然
当
病
、
復
共
他
味
相
和
、
君
臣
相
制
、
気
勢
不
行
、

所
以
難
差
、
諒
由
於
此
、
脈
之
深
趣
、
既
不
可
言
、
虚
設
経
方
、

登
加
於
旧
、
吾
思
之
久
突
、
故
不
能
著
述
耳
、
年
九
十
余
卒
、

（
許
胤
宗
は
、
常
州
義
興
の
人
な
り
、
初
め
陳
に
事
え
て
新
察

王
の
外
兵
参
軍
と
為
る
。
時
に
柳
太
后
の
風
を
病
み
て
言
え
ず
。

名
医
治
せ
ん
と
す
る
も
皆
愈
や
せ
ず
。
脈
益
々
沈
み
て
喋
す
。

の
み
く
だ

胤
宗
日
く
、
口
よ
り
薬
を
下
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
宜
し
く
湯

(6) 
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気
を
以
て
之
を
薫
じ
、
薬
を
し
て
膜
理
よ
り
入
れ
し
む
べ
し
。

め
ぐ

理
を
周
れ
ば
即
ち
差
え
ん
、
と
。
乃
ち
黄
者
防
風
湯
数
十
鮒
を

造
り
て
、
林
下
に
置
く
。
気
煙
霧
の
如
し
。
其
の
夜
便
ち
語
る

を
得
た
り
。
是
れ
に
由
り
て
義
興
の
太
守
に
超
拝
せ
ら
る
。
陳

亡
び
て
隋
に
入
り
て
は
尚
薬
奉
御
を
歴
す
。
武
徳
の
初
め
散
騎

侍
郎
に
累
授
せ
ら
る
。
時
に
関
中
骨
蒸
病
多
し
。
之
を
得
れ
ば

必
ず
死
し
、
逓
相
連
染
す
。
諸
医
の
能
＜
療
す
る
者
な
し
。
胤

宗
毎
に
療
し
て
愈
え
ざ
る
な
し
。
或
は
謂
い
て
日
く
、
公
の
医

っ
た

術
は
神
の
若
し
。
何
ぞ
書
を
著
し
て
以
て
将
来
に
胎
え
ざ
ら
ん

や
、
と
。
胤
宗
日
く
、
医
は
意
な
り
。
人
の
思
慮
に
在
り
。
又

脈
候
は
幽
微
に
し
て
、
其
の
別
か
ち
難
き
に
苦
し
む
。
意
の
解

す
る
所
に
し
て
、
口
は
能
く
宣
す
る
こ
と
な
し
。
且
つ
古
の
名

手
は
、
唯
だ
是
れ
脈
を
別
か
つ
。
脈
既
に
精
別
せ
ら
れ
て
、
然

る
後
に
病
を
識
る
。
夫
れ
病
の
薬
に
於
け
る
や
、
正
に
相
当
す

る
者
あ
り
。
唯
だ
須
ら
く
一
味
を
単
用
し
て
、
直
ち
に
彼
の
病

お
さ

を
攻
む
べ
し
。
薬
力
既
に
純
な
れ
ば
、
病
即
ち
立
ち
ど
こ
ろ
に

愈
ゆ
。
今
人
の
脈
を
別
か
つ
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
病
の
源
を
識

る
こ
と
な
し
。
情
を
以
て
臆
度
し
、
薬
味
を
安
ず
る
こ
と
多
し
。

之
を
猟
に
瞥
う
れ
ば
、
未
だ
免
る
る
所
を
知
ら
ざ
る
に
、
人
馬

を
多
く
発
し
、
空
地
を
遮
囲
し
て
、
或
は
一
人
の
偶
然
に
逢
わ

ん
こ
と
を
裳
う
な
り
。
此
く
の
如
く
に
疾
を
療
す
る
は
、
亦
疏

な
ら
ず
や
。
仮
令
一
薬
の
偶
然
に
病
に
当
た
る
も
、
復
た
他
味

を
共
に
し
て
相
和
す
れ
ば
、
君
臣
相
制
し
て
、
気
勢
行
か
ず
。
差

や
し
難
き
所
以
は
、
諒
に
此
れ
に
由
る
な
り
。
脈
の
深
趣
は
、

既
に
言
う
べ
か
ら
ず
、
虚
し
く
経
方
を
設
け
て
、
登
に
旧
に
加

え
ん
や
。
吾
れ
之
を
思
う
こ
と
久
し
。
故
に
著
述
す
る
こ
と
能

わ
ざ
る
の
み
、
と
。
年
九
十
余
に
し
て
卒
す
。
『
旧
唐
書
』
「
許

胤
宗
伝
」
）

以
上
、
許
胤
宗
の
〈
医
は
意
な
り
〉
の
考
え
方
を
敷
術
す
る
一
文

を
挙
げ
て
み
た
。
先
の
郭
玉
や
陶
弘
景
ら
の
言
に
比
べ
る
と
、
更
に

い
さ
さ
か
理
論
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
〈
柳
太
后
〉
の
〈
風
〉
や
当
時
の
流
行
病
〈
骨
蒸
病
〉
な
ど

を
見
事
に
治
癒
せ
し
め
た
許
胤
宗
の
、
一
種
神
技
と
も
言
え
る
脈
方

の
真
髄
—
ー
|
真
意
—
_
心
庄
‘
〈
人
の
思
慮
〉
す
な
わ
ち
人
間
の
意
識

の
奥
底
に
体
得
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
〈
口
〉
で
、
す
な
わ

ち
こ
と
ば
に
よ
っ
て
〈
宣
〉
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
只
ひ
た
す

ら
鍛
錬
を
積
ん
で
〈
脈
〉
を
〈
精
別
〉
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
始
め

て
こ
れ
を
体
現
で
き
る
。
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
〈
医

は
意
な
り
〉
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
恣
意
的
な
〈
情
〉
に
よ
っ
て
〈
臆

度
〉
を
重
ね
、
身
勝
手
に
〈
薬
味
を
安

(II
案
）
ず
る
こ
と
〉
は
、

全
く
医
術
の
あ
る
べ
き
姿
に
戻
る
〈
疏
〉
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

〈
こ
れ
を
猟
に
誓
う
れ
ば
·
…
•
•
〉
と
、
下
手
な
鉄
砲
も
数
打
て
ば
当

た
る
体
の
薬
物
の
使
用
を
、
厳
に
戒
め
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

(7) 



2228 

夫
病
之
於
薬
、
有
正
相
当
者
、
唯
須
単
用
一
味
、
直
攻
彼
病
、

（
夫
れ
病
の
薬
に
於
け
る
や
、
正
に
相
当
す
る
者
あ
り
。
唯
だ

お
さ

須
ら
く
一
味
を
単
用
し
て
、
直
ち
に
彼
の
病
を
攻
む
べ
し
。
）

と
言
わ
れ
る
の
は
、
既
に
先
達
も
指
摘
す
る
通
り
（
注
4
)
、
唐
代

初
頭
に
お
い
て
、
既
に
相
当
な
処
方
の
複
雑
化
が
見
ら
れ
、
そ
の
弊

害
も
無
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と

同
時
に
、
こ
の
〈
之
を
猟
に
瞥
う
れ
ば
…
…
〉
と
言
う
下
手
な
鉄
砲

も
数
打
て
ば
当
た
る
体
の
薬
物
の
乱
用
を
戒
め
る
一
句
に
続
い
て

仮
令
一
薬
偶
然
当
病
、
復
共
他
味
相
和
、
君
臣
相
制
、
気
勢
不

た

と

い

行
、
所
以
難
差
、
諒
由
於
此
、
（
仮
令
一
薬
の
偶
然
に
病
に
当

た
る
も
、
復
た
他
味
を
共
に
し
て
相
和
す
れ
ば
、
君
臣
相
制
し

て
、
気
勢
行
か
ず
。
差
や
し
難
き
所
以
は
、
諒
に
此
れ
に
由
る

な
り
。
）

と
あ
り
、
又
『
新
唐
書
』
「
許
胤
宗
伝
」
に
お
け
る
該
当
個
所
が
、

き
わ
め
て
簡
潔
に
、

あ
た

病
与
薬
値
、
唯
用
一
物
攻
之
、
気
純
而
愈
速
、
（
病
の
薬
と
値

お
さ

り
て
、
唯
だ
一
物
を
用
い
て
之
を
攻
む
れ
ば
、
気
純
に
し
て
愈

ゆ
こ
と
速
や
か
な
り
。
『
新
唐
書
』
「
許
胤
宗
伝
」
）

た
と
い

と
あ
り
、
更
に
『
旧
唐
書
』
〈
仮
令
一
薬
の
偶
然
に
病
に
当
た
る
も

…
…
〉
に
対
す
る
『
新
唐
書
』
に
は
、
こ
れ
又
き
わ
め
て
明
快
に
、

一
薬
遇
得
、
宅
味
相
制
、
弗
能
専
力
、
此
難
愈
之
験
也
、
（
一

薬
遇
々
得
て
も
、
宅
味
の
相
制
す
れ
ば
、
力
を
専
ら
に
す
る
こ

と
能
わ
ず
。
此
れ
愈
し
難
き
の
験
な
り
。
『
新
唐
書
』
「
許
胤
宗

伝」）

と
あ
り
、
更
に
許
胤
宗
自
身
が
〈
黄
昏
防
風
湯
〉
（
『
新
唐
書
』
で
は

〈
黄
昏
防
風
煮
湯
〉
）
と
い
う
、
少
な
く
と
も
二
味
以
上
の
処
方
を

用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
、
こ
こ
は
厳
密
な
意
味
で

の
〈
一
味
〉
と
い
う
よ
り
は
、
あ
る
ひ
と
つ
の
疾
病
に
対
し
て
〈
相

当
〉
す
る
唯
一
種
類
の
薬
物
・
処
方
ー
—
’
つ
ま
り
『
新
唐
書
』
に
い

わ
ゆ
る
〈
一
物
〉
・
〈
一
薬
〉
|
|
の
言
い
で
も
あ
ろ
う
か
と
推
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
正
確
に
脈
を
取
っ
て
明
確
な
If

証
II

を
得
ら
れ
な
い

が
ゆ
え
に
、
あ
れ
こ
れ
と
、
正
に
下
手
な
鉄
砲
も
数
打
て
ば
当
た
る

体
で
薬
物
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
全
く
効
果
の
な
い
こ
と
で
あ
る
、

と
言
う
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
お
け
る
許
胤
宗
の
〈
医
は
意
な
り
〉
の

言
説
は
、
先
に
指
摘
し
た
『
易
経
』
「
繋
辞
上
伝
」
の
〈
意
〉
（
と
〈
言
〉

と
の
関
連
）
に
つ
い
て
の
一
句
の
意
味
内
容
を
、
き
わ
め
て
忠
実
に

受
け
て
い
る
典
型
的
な
一
例
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
長
年
に
亘
る
鍛
錬
を
通
じ
て
体
得
さ
れ
た
脈
方
|
|
，
延
い

て
は
、
医
術
そ
の
も
の

i

の
真
髄
は
、
た
だ
そ
れ
を
体
現
で
き
る

人
物
の
〈
意
〉
の
奥
底
に
、
し
か
し
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
〈
幽
微
〉
な
る
〈
脈
候
〉
を
診
て
感
得
さ
れ
る
正
確
な
If

証
If

は
、
ひ
と
り
許
胤
宗

l
や
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
人
物
|
_
｀
の
〈
意
〉

(8) 
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の
中
に
存
す
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
又
、
〈
医
は
意
な
り
〉
の
医
学
思
想
の
こ
の
よ
う
な
典
型
的

な
理
論
の
展
開
は
、
唐
の
孫
思
激
蔀

I

す
所
の
『
備
急
千
金
要
方
』
（
注

5
)
に
も
、
次
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
明
確
な
表
現
形
態
を
と
っ
て

論
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
『
備
急
千
金
要
方
』
（
巻
一
）

「
序
例
、
診
候
第
四
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

張
仲
景
日
、
欲
療
諸
病
、
当
先
以
湯
、
蕩
縣
五
臓
六
腑
、
開
通

諸
脈
、
治
道
陰
陽
、
破
散
邪
気
、
潤
沢
枯
朽
、
悦
人
皮
膚
、
益

人
気
血
、
水
能
浄
万
物
、
故
用
湯
也
、
若
四
肢
病
久
、
風
冷
発

動
、
次
当
用
散
、
散
能
逐
邪
、
風
気
湿
痺
、
表
裏
移
走
、
居
無

常
処
者
、
散
当
平
之
、
次
当
用
丸
、
丸
薬
者
能
逐
風
冷
、
破
積

集
、
消
諸
堅
癖
、
進
飲
食
、
調
和
栄
衛
、
能
参
合
而
行
之
者
、

可
謂
上
エ
、
故
日
、
医
者
意
也
、
（
張
仲
景
日
く
、
諸
病
を
療

も
ち

せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
当
に
先
ず
湯
を
以
う
べ
し
。
五
臓
六
腑
を

蕩
絲
し
て
、
諸
脈
を
開
通
し
、
陰
陽
を
治
道
し
て
、
邪
気
を
破

散
し
、
枯
朽
を
潤
沢
し
て
、
人
の
皮
膚
を
悦
ば
し
て
、
人
の
気

血
を
益
す
。
水
は
能
く
万
物
を
浄
む
。
故
に
湯
を
用
う
る
な
り
。

若
し
四
肢
病
む
こ
と
久
し
く
、
風
冷
発
動
す
れ
ば
、
次
い
で
当

に
散
を
用
う
べ
し
。
散
は
能
＜
邪
を
逐
う
。
風
気
湿
痺
、
表
裏

移
走
し
て
、
居
る
に
常
処
な
き
者
、
散
は
当
に
之
を
平
ら
く
べ

し
。
次
い
で
当
に
丸
を
用
う
べ
し
。
丸
薬
は
能
く
風
冷
を
逐
う
。

積
集
を
破
り
、
諸
堅
癖
を
消
し
、
飲
食
を
進
め
、
栄
衛
を
調
和

す
。
能
く
参
合
し
て
之
を
行
な
う
者
を
、
上
エ
と
謂
う
べ
し
。

故
に
日
く
、
医
は
意
な
り
、
と
。
『
備
急
千
金
要
方
』
「
序
例
、

診
候
第
四
」
）

〈
湯
〉
〈
散
〉
〈
丸
〉
三
つ
の
形
態
に
お
い
て
現
出
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

薬
物
を
、
患
者
の
病
状
に
よ
く
適
応
し
つ
つ
〈
能
く
参
合
し
て
之
を

行
な
う
〉
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
で
き
て
こ
そ
の
〈
上
エ
〉

(II

良
医
）
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
〈
医
は
意
な
り
〉
と
言
わ
れ
る
の
で

あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
〈
意
〉
も
や
は
り
、

以
上
に
再
三
に
亘
っ
て
指
摘
し
て
き
た
、
伝
統
的
な
医
学
思
想
の
埒

内
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
、
中
国
の
医
家
た
ち
の
い
わ
ゆ
る
〈
医
は
意
な
り
〉

と
は
、
〈
医
〉

1

医
術
ー
_
の
真
髄
は
、
み
ず
か
ら
こ
れ
を
体
得

し
て
始
め
て
真
実
に
理
解
し
え
た
と
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
残
念
な

が
ら
〈
言
〉
に
よ
る
意
味
指
示
ま
た
は
意
味
喚
起
の
綱
目
に
は
か

か
ら
な
い
、
つ
ま
り
、
ひ
と
り
そ
の
達
人
た
ち
の
〈
意
〉
の
中
に

存
在
す
る
の
み
で
、
こ
れ
を
〈
言
〉
に
よ
っ
て
日
常
的
な
意
味
の

脈
絡
に
分
節
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
一
貫
し
た
医
学
思
想

の
埒
内
に
あ
り
、
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
『
易
経
』
（
「
繋
辞
上
伝
」
）

に
見
え
る
中
国
思
想
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
典
型
的
な
言
語
観
に
淵
源

す
る
医
学
思
想
の
伝
統
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
〈
医
は
意
な
り
〉

(9) 
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の
医
学
思
想
が
、
更
に
継
承
さ
れ
て
、
た
と
え
ば
朱
丹
渓
の
『
局
方

発
揮
』
に
見
え
る
〈
医
は
意
な
り
〉
の
一
句
な
ど
に
連
な
っ
て
ゆ
く

も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
戦
国
時
代
晋
の
人
物
と
さ
れ
る
程
本
の
1

あ
く
ま

で
も
、
そ
う
称
さ
れ
、
又
そ
う
称
さ
れ
る
人
物
に
仮
託
さ
れ
た
（
注

6
)
ー
『
子
華
子
』
な
る
書
物
の
中
に
、

子
華
子
日
、
医
者
理
也
、
理
者
医
也
、
薬
者
浦
也
、
涌
者
養
也
、

腑
臓
之
伏
也
、
血
気
之
留
也
、
空
窮
之
塞
也
、
関
一
階
之
碍
也
、

意
其
所
未
然
也
、
意
其
所
将
然
也
、
察
於
四
然
者
、
而
謹
訓
於

理
、
夫
是
之
謂
医
、
以
其
所
有
余
也
、
而
養
其
所
乏
也
、
以
其

所
益
多
也
、
而
養
其
所
損
也
、
反
其
所
養
、
則
益
者
禰
損
突
、

反
其
所
養
、
則
有
余
者
禰
乏
突
、
察
於
二
反
者
、
而
加
疏
誦
焉
、

夫
是
之
謂
薬
、
故
日
、
医
者
理
也
、
理
者
意
也
、
薬
者
涌
也
、

涌
者
養
也
、
北
宮
意
曰
、
正
惟
是
世
俗
之
医
所
不
能
為
也
、
：
・

・
:
（
子
華
子
日
く
、
医
は
理
な
り
。
理
は
意
な
り
。
薬
は
誦
な

り
。
誦
は
養
な
り
。
腑
臓
の
伏
す
る
や
、
血
気
の
留
る
や
、
空お

も

窃
の
塞
る
や
、
関
蔽
の
碍
る
や
、
其
の
未
だ
然
ら
ざ
る
所
を
意

い
、
其
の
将
に
然
ら
ん
と
す
る
所
を
意
う
。
四
つ
の
然
る
者
を

し
た
が

察
し
て
、
謹
み
て
理
に
訓
う
。
夫
れ
是
れ
之
を
医
と
謂
う
な

り
。
其
の
余
り
あ
る
所
を
以
て
、
其
の
乏
し
き
所
を
養
い
、
其

そ
こ
な

の
益
多
す
る
所
を
以
て
、
其
の
損
う
所
を
養
う
。
其
の
養
う

所
に
反
す
れ
ば
、
則
ち
益
す
者
禰
々
損
し
、
其
の
養
う
所
に
反

す
れ
ば
、
則
ち
余
り
あ
る
者
禰
々
乏
し
。
つ
の
反
す
る
者
を

察
し
て
、
疏
涌
を
加
う
。
夫
れ
是
れ
之
を
薬
と
謂
う
。
故
に
日

く
、
医
は
理
な
り
。
理
は
意
な
り
。
薬
は
涌
な
り
。
誦
は
養
な

り
、
と
。
北
宮
意
日
く
、
正
に
惟
だ
是
れ
世
俗
の
医
の
為
す
こ

と
能
ざ
る
所
な
り
。
…
…
と
。
『
子
華
子
』
「
北
宮
意
問
篇
」
）

こ
こ
で
は
〈
医
は
理
な
り
。
理
は
医
な
り
〉
と
、
〈
医
〉
と
〈
意
〉

の
中
間
に
〈
理
〉
と
い
う
一
語
を
挟
む
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

一
文
が
、
こ
れ
ま
で
に
概
観
し
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
〈
医
は
意
な
り
〉

の
医
学
思
想
の
脈
絡
内
に
あ
る
こ
と
は
、
既
に
明
白
で
あ
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。
但
、
『
子
華
子
』
の
成
書
年
代
に
は
問
題
も
あ
り
、

か
つ
右
の
一
文
自
体
も
先
秦
時
代
の
他
の
書
物
の
い
ず
れ
に
も
見
出

せ
な
い
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
の
一
文
が
、
必
ず
し
も
い
わ
ゆ
る
〈
医

は
意
な
り
〉
の
一
句
の
現
存
す
る
最
も
古
い
典
拠
で
あ
る
と
は
、
に

わ
か
に
断
定
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
『
易
経
』

の
「
繋
辞
上
伝
」
が
編
纂
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
頃
（
注
7
)
、
時
を
同

じ
く
し
て

i
仮
に
今
こ
の
『
子
華
子
』
の
一
文
、
少
な
く
と
も
そ

の
原
型
と
な
っ
た
一
文
が
、
戦
国
時
代
末
期
の
も
の
で
あ
る
と
し
て

I

そ
の
言
語
観
を
敷
術
す
る
〈
医
は
（
理
な
り
。
理
は
）
意
な
り
〉

と
い
う
一
文
が
書
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
十
分
指
摘
す
る

に
足
る
事
実
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
一
句

は
、
古
く
中
国
古
代
思
想
に
濫
膳
を
浮
か
べ
る
医
学
思
想
を
表
象
す

(10) 
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吉

益

東

洞

は

、

そ

の

著

（

巻

四

）

に

お

い

て

、

『

論

衡
』
「
量
知
篇
」
の
あ
る
一
節
を
挙
げ
（
そ
の
内
容
は
、
今
こ
こ
の

論
述
と
は
直
接
的
に
連
関
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
引
用
は
省
略
に
従

う
）
、
そ
の
後
に
、

為
則
日
、
後
世
許
氏
日
、
医
者
意
也
、
是
本
出
干
子
華
子
、
而

其
論
之
非
、
已
可
見
於
此
、
（
為
則
日
＜
、
後
世
許
氏
日
く
、

医
は
意
な
り
、
と
。
是
れ
本
A

子
華
子
に
出
ず
。
而
し
て
其
の

四

る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
又
更
に
、
我
が
国
江
戸
時
代
に
お
け
る
古
医
方
の
雄
吉

益
東
洞
も
、
こ
の
〈
医
は
意
な
り
〉
の
医
学
思
想
に
つ
い
て
、
か
な

り
の
言
説
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
一
句
は
、
日
本
に
お
い
て
も
早
に

『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
亀
井
南
冥
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、
東
洞
が
こ
れ
に
目
を
向
け
る
の
も
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
や
は
り
東
洞
一
流
の
特
徴
的

な
考
え
方
が
あ
り
、
中
国
古
代
の
伝
統
的
な
医
学
思
想
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
更
に
日
本
に
お
け
る
一
種
独
自
な
医
学
思
想
の
一
端
も
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
こ
の

一
句
に
つ
い
て
の
吉
益
東
洞
の
考
え
方
を
一
見
し
て
、
も
っ
て
こ
の

小
論
の
ま
と
め
に
至
り
た
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

論
の
非
な
る
こ
と
、
已
に
此
に
見
る
べ
し
。
『
古
書
医
言
』
、
巻

四）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
〈
是
れ
本
A

子
華
子
に
出
ず
〉
と
言
っ
て

い
る
の
は
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
、
『
子
華
子
』
「
北
宮
意
問
篇
」
の

〈
子
華
子
日
く
、
医
は
理
な
り
。
理
は
意
な
り
〉
と
い
う
一
文
を
受

け
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
中
国
古
来
の
伝
統
的
な
医
学
思
想

に
基
づ
く
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
考
え
方
を
、
東
洞
は
〈
非
〉
な

り
と
し
て
否
定
し
去
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
い
か
な
る

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
意
思
は
、
一
体
那
辺
に
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
こ
の
同
一
箇
所
に
お
け
る
『
医
事
古
言
』
（
注
8
)

の
東

洞
の
コ
メ
ン
ト
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
、
現
伝
本
『
古
書
医
言
』

（
巻
四
）
に
お
い
て
〈
許
氏
〉
（
許
胤
宗
、
或
い
は
許
叔
微
か
）
に

帰
せ
ら
れ
て
い
た
こ
の
〈
医
は
意
な
り
〉
の
一
句
が
、

為
則
日
、
陶
弘
景
言
、
医
者
意
也
、
其
非
也
、
以
是
可
知
突
、

夫
陶
弘
景
学
仙
、
不
知
疾
医
之
道
也
、
然
後
世
尊
信
此
人
過
於

扁
張
、
所
以
古
今
異
医
道
也
、
（
為
則
日
く
、
陶
弘
景
言
わ
く
、

医
は
意
な
り
、
と
。
其
の
非
な
る
こ
と
是
れ
を
以
て
知
る
べ
き

な
り
。
夫
れ
陶
弘
景
は
仙
を
学
び
て
疾
医
の
道
を
知
ら
ざ
る
な

り
。
然
し
て
後
世
此
の
人
を
尊
信
す
る
こ
と
扁
（
賠
）
張
（
仲

景
）
に
過
ぎ
た
り
。
古
今
医
道
を
異
に
す
る
所
以
な
り
。
『
医

(11) 
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事
古
言
』
）

と
、
陶
弘
景
に
帰
せ
ら
れ
、
更
に
彼
の
非
難
の
対
象
が
、
彼
の
い
わ

ゆ
る
〈
仙
家
医
〉
|
—
理
想
的
な
〈
疾
医
〉
に
は
か
な
わ
ぬ
ま
で
も
、

最
悪
の
〈
陰
陽
医
〉
よ
り
は
、
ま
だ
ま
し
と
さ
れ
る
ー
の
陶
弘
景

に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
『
医
事
古
言
』
を
執
筆
し
て
い

た
当
時
、
東
洞
は
、
未
だ
許
胤
宗
も
し
く
は
許
叔
微
の
発
言
を
目
に

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
臨
床
的
な
薬

効
を
抽
象
的
な
〈
意
〉
の
次
元
で
〈
理
〉
論
的
に
述
べ
る
（
と
、
い

う
意
味
で
、
東
洞
は
こ
の
一
文
を
理
解
し
て
い
る
）
〈
陰
陽
医
〉
を

こ
そ
非
難
し
た
い
東
洞
の
本
意
に
沿
い
か
ね
る
。
そ
こ
で
後
に
許
胤

宗
／
許
叔
微
の
言
葉
を
目
に
し
た
東
洞
は
、
こ
の
『
古
書
医
言
』
を

執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
書
き
直
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
又
、
こ
の
『
子
華
子
』
「
北
宮
意
問
篇
」
の
〈
医
は

理
な
り
。
理
は
意
な
り
。
…
…
〉
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
の
、
そ
れ

ぞ
れ
、

是
非
疾
医
之
論
也
、
然
陶
氏
取
之
、
因
後
世
為
医
恒
言
、
…
…

（
是
れ
疾
医
の
論
に
非
ざ
る
な
り
。
然
る
に
陶
氏
之
を
取
る
。

因
り
て
後
世
、
医
の
恒
言
と
為
れ
り
。
…
・
:
『
医
事
古
言
』
）

是
陰
陽
医
之
説
、
而
非
疾
医
之
論
也
、
…
…
許
叔
微
以
降
、
拠

之
以
為
大
害
疾
医
之
道
、
…
…
（
是
れ
陰
陽
医
の
説
に
し
て
、

疾
医
の
論
に
非
ざ
る
な
り
。
…
…
許
叔
微
以
降
、
之
に
拠
り
て

以
て
大
い
に
疾
医
の
道
を
害
す
る
こ
と
を
為
す
。
…
…
『
古
書

医
言
』
、
巻
二
）

と
い
う
『
医
事
古
言
』
と
『
古
書
医
言
』
に
見
え
る
東
洞
の
コ
メ
ン

ト
に
比
し
て
み
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も

又
、
や
は
り
〈
仙
家
医
〉
の
〈
陶
氏
〉
（
『
古
書
医
言
』
）
が
〈
陰
陽

医
〉
の
〈
許
叔
微
〉
（
『
古
書
医
言
』
）
に
、
つ
ま
り
、
よ
り
適
切
な

人
物
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
〈
研
究
切
磨
〉
（
「
復
恵
美
三
伯
書
」
）
・
〈
親
試
実
験
〉

（
『
東
洞
先
生
答
問
書
』
）

と
言
い
、
更
に

蓋
今
之
為
医
之
論
薬
也
、
以
陰
陽
五
行
、
疾
医
之
論
薬
也
、
唯

在
其
効
耳
、
（
蓋
し
今
の
医
を
為
す
も
の
の
薬
を
論
ず
る
や
、
陰
陽

五
行
を
以
て
す
。
疾
医
の
薬
を
論
ず
る
や
、
唯
だ
其
の
効
に
在
る
の

み
。
『
薬
徴
』
、
自
序
）

と
言
っ
て
、
実
際
の
臨
床
面
で
の
実
効
に
こ
そ
力
を
注
ぎ
、
陰
陽
五

行
説
に
よ
る
病
因
の
（
無
益
な
）
詮
索
や
病
理
論
的
な
議
論
は
、
む

し
ろ
こ
れ
ら
を
激
し
く
排
し
た
東
洞
ら
し
い
発
言
で
あ
る
と
は
考
え

ら
れ
る
。

と
は
い
え
し
か
し
、
既
に
他
稿
に
お
い
て
（
注
9
)
い
さ
さ
か
論

究
し
た
通
り
、
東
洞
自
身
、
決
し
て
陰
陽
五
行
説
そ
の
も
の
を
否
定

し
去
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
陰
陽
五
行
説
に
よ
る
病
因
論
や

(12) 
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病
理
学
的
な
議
論
に
泥
み
、
疾
病
の
治
療
に
実
効
の
上
が
ら
ぬ
、
彼

の
い
わ
ゆ
る
〈
陰
陽
医
〉
こ
そ
が
彼
の
非
難
の
対
象
な
の
で
あ
り
、

む
し
ろ
彼
自
身
は
、
伝
統
的
な
—
—
’
陰
陽
五
行
説
を
も
含
め
たI

医
学
思
想
の
If

世
界
If

に
息
差
し
す
る
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
彼
自
身
、

…
…
病
に
名
を
つ
け
、
病
因
を
論
ず
る
は
、
も
と
臆
見
ゆ
へ
に
、

十
日
も
そ
の
薬
方
の
効
な
き
時
は
、
心
に
疑
ひ
お
こ
り
て
、
方

を
か
ゆ
る
な
り
。
扁
賠
の
ご
と
き
疾
医
は
、
病
毒
を
見
て
、
此

毒
は
此
薬
に
て
治
す
る
と
い
ふ
事
を
心
に
決
定
す
る
ゆ
へ
、
た

と
ひ
薬
の
効
な
き
と
て
も
、
病
の
治
す
る
ま
で
は
、
薬
方
を
か

ヘ
ざ
る
な
り
。
其
内
に
自
然
と
病
毒
の
動
時
あ
り
。
動
と
き
は

大
に
瞑
眩
し
て
病
治
す
る
も
の
な
り
。
病
治
し
た
る
あ
と
に
て

見
れ
ば
、
其
薬
方
か
は
り
て
は
治
せ
ぬ
事
知
る
る
な
り
…
…
。

（
『
医
事
或
問
』
、
巻
上
）

と
言
っ
て
、
明
確
に
、
そ
し
て
確
固
た
る
方
を
処
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
、
彼
が
非
難
す
る
〈
陰
陽

医
〉
の
一
人
で
は
あ
り
な
が
ら
、
か
の
許
胤
宗
が
厳
に
戒
め
た
、
下

手
の
鉄
砲
も
数
打
て
ば
当
た
る
体
の
医
療
の
あ
り
方
に
相
当
す
る
、

い
わ
ゆ
る
〈
医
は
意
な
り
〉
の
医
学
思
想
の
要
訣
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

医
術
の
〈
道
〉
が
厳
し
く
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
東
洞
自
身

夫
医
之
為
道
也
、
治
疾
而
已
、
治
疾
在
方
、
其
方
尽
伝
、
其
得

与
不
得
、
在
其
人
、
…
…
雖
欲
極
之
、
不
可
極
也
、
故
医
者
終

身
之
術
也
、
（
夫
れ
医
の
道
為
る
や
、
疾
を
治
す
の
み
。
疾
を

治
す
る
は
方
に
あ
り
。
其
の
方
の
尽
く
伝
わ
る
れ
ば
、
其
の
得

る
と
得
ざ
る
と
は
、
其
の
人
に
あ
り
。
…
…
之
を
極
め
ん
と
欲

す
と
雖
も
、
極
む
べ
か
ら
ず
。
故
に
医
は
終
身
の
術
な
り
。
「
送

南
元
珠
還
北
奥
青
森
序
」
）

と
言
う
通
り
、
十
分
に
こ
れ
を
知
り
尽
く
し
て
い
た
と
見
受
け
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
彼
も
や
は
り
、
そ
の
発
言
と
は
裏
腹
に
、
実
際
の
と

こ
ろ
は
、
こ
の
中
国
古
来
の
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
伝
統
的
な
医

学
思
想
を
、
事
実
上
そ
の
医
家
と
し
て
の
根
幹
に
据
え
て
い
た
の
で

あ
り
、
こ
の
点
で
彼
は
み
ず
か
ら
自
負
し
て
い
た
通
り
、
か
の
〈
疾

医
〉
の
伝
統
を
実
質
的
に
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
要
す
る
に
、
彼
の
こ
の
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
一
句
へ

の
非
難
は
、
彼
の

医
意
之
説
一
出
、
而
世
之
狡
児
以
為
口
実
、
曰
、
医
之
道
、
唯

意
以
推
之
、
何
必
読
書
受
業
、
而
後
為
之
邪
、
旺
、
妄
哉
、
晒

哉
、
登
可
与
言
道
哉
、
蓋
医
之
為
道
、
自
有
一
定
法
、
何
堅
推

妄
行
之
為
、
其
如
是
也
、
不
由
規
矩
以
擬
方
円
、
不
用
墨
縄
、

而
置
曲
直
、
登
得
不
差
乎
、
学
者
思
諸
、
（
医
は
意
な
り
の
説

も、

(13) 
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―
た
び
出
で
て
、
世
の
狡
児
以
て
口
実
と
為
す
。
日
く
、
医
の

道
は
、
唯
だ
意
以
て
之
を
推
す
の
み
。
何
ぞ
必
ず
し
も
読
書
受

業
し
て
、
而
る
後
に
之
を
為
さ
ん
や
、
と
。
呼
、
妄
な
る
か
な

晒
な
る
か
な
。
登
に
与
に
道
を
言
う
べ
け
ん
や
。
蓋
し
医
の
道

為
る
や
、
自
ら
一
定
の
法
あ
り
。
何
ぞ
堅
推
妄
行
し
て
之
を
為

さ
ん
や
。
其
れ
是
く
の
如
く
な
る
や
、
規
矩
に
由
ら
ず
し
て
以

て
方
円
を
擬
し
、
墨
縄
を
用
い
ず
し
て
、
曲
直
を
置
く
な
り
。

登
に
差
わ
ざ
る
を
得
ん
や
。
学
者
こ
れ
を
思
え
。
『
医
断
』
）

と
い
う
発
言
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
〈
意
〉
を
恣

意
的
で
身
勝
手
な
〈
意
〉
の
謂
い
で
あ
る
と
見
倣
し
て
、
お
の
が
不

勉
強
と
そ
れ
に
伴
な
う
曖
昧
な
処
方
の
〈
口
実
〉
と
な
す
と
こ
ろ
の
、

彼
の
い
わ
ゆ
る
〈
陰
陽
医
〉
へ
の
非
難
に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
又
、
そ
こ
に
は
、
本
来
こ
の

い
わ
ゆ
る
〈
医
は
意
な
り
〉
の
医
学
思
想
を
実
質
的
に
は
む
し
ろ
確

乎
と
し
て
継
承
し
な
が
ら
も
、
中
国
古
典
文
献
学
的
な
次
元
に
お
い

て
|
|
つ
ま
り
、
こ
の
〈
医
は
意
な
り
〉
と
い
う
一
句
の
解
釈
の
妥

当
性
を
論
究
す
る
次
元
に
お
い
て
ー
~
い
わ
ゆ
る
〈
陰
陽
医
〉
的
望

文
生
義
を
、
あ
く
ま
で
結
果
的
に
、
で
は
あ
る
が
、
容
認
す
る
に
至

っ
て
い
る
東
洞
の
考
え
方
は
、
中
国
古
典
文
献
学
的
な
次
元
に
お
け

る
、
本
場
中
国
と
の
、
い
さ
さ
か
の
距
離
を
感
ず
る
こ
と
を
禁
じ
得

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
あ
ま
り
に
強
烈
な
る
個
性
が
ゆ
え
に
、
と
き
に
誤
解
や
曲
解

2
 

ー を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
（
注
10)
東
洞
の
、

そ
の
誤
解
•
曲
解
の
遠
因
・
一
端
が
、
こ
の
よ
う
に
彼
が
寧
ろ
一
箇

の
If

医
家
If

で
あ
り
、

If

漢
学
者
If

で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
と
こ

ろ
に
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
し
か
し
、
実
質
的
に
見
れ
ば
、
中
国
古
来
の
〈
医
は
意

な
り
〉
と
い
う
伝
統
的
な
医
学
思
想
は
、
遥
か
海
を
越
え
て
、
日
本

の
心
あ
る
真
実
の
医
家
た
ち
（
注
11)

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
吉
益
東
洞
も
、
や
は
り
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と
思
う

の
で
あ
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
大
塚
恭
男
「
「
医
者
意
也
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日

本
医
事
新
報
』
ニ
ニ
七
九
号
、
四
二

S
四
七
頁
、
一
九
六
七
年
）
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
以
下
こ
の
論
稿
に
は
多
く
を
教
え
ら
れ
た
が
、
い
ち
い
ち

注
記
す
る
こ
と
は
割
愛
す
る
。

以
下
、
易
占
あ
る
い
は
『
易
経
』
の
哲
学
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
『
易
経
』
の
成
立

I
I
I
占
い
の
書

IIと
し
て
の
『
易
経
』
に
つ
い

て
の
、
哲
学
的
・
宗
教
学
的
一
卑
見
ー
ー
＇
」
（
『
沼
尻
正
隆
博
士
退
休
記
念

中
国
学
論
集
』
六
七
S
八
一
頁
、
汲
古
書
院
、
東
京
、
一
九
九

0
年）

を
参
看
。

注
と
文
献

(14) 
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ち
な
み
に
、
『
新
唐
書
』
の
記
述
全
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

胤
宗
仕
陳
為
新
察
王
外
兵
参
軍
、
王
太
后
病
風
不
能
言
、
脈
沈
難
対
、

医
家
告
術
窮
、
胤
宗
日
、
餌
液
不
可
進
、
即
以
黄
者
防
風
煮
湯
数
十
斜
、

置
林
下
、
気
如
霧
、
黛
薄
之
、
是
夕
語
、
擢
義
興
太
守
、
武
徳
初
、
累

進
散
騎
侍
郎
、
関
中
多
骨
蒸
疾
、
転
相
染
、
得
者
皆
死
、
胤
宗
療
視
必

愈
、
或
勧
其
著
書
胎
後
世
者
、
答
日
、
医
特
意
耳
、
思
慮
精
則
得
之
、

脈
之
候
幽
而
難
明
、
吾
意
所
解
、
口
莫
能
宣
也
、
古
之
上
医
‘
要
在
視

脈
、
病
乃
可
識
、
病
与
薬
値
、
唯
用
一
物
攻
之
、
気
純
而
愈
速
、
今
之

人
不
善
為
脈
、
以
情
度
病
、
多
其
物
以
幸
有
功
、
醤
猟
不
知
免
、
広
絡

原
野
、
黄
一
人
獲
之
、
術
亦
疏
突
、
一
薬
偶
得
右
味
、
相
制
、
弗
能
専

カ
、
此
難
愈
之
険
也
、
脈
之
妙
処
不
可
伝
、
虚
著
方
剤
、
終
無
益
於
世
、

此
吾
所
以
不
著
書
也
、
卒
年
七
十
余
、
（
胤
宗
陳
に
仕
え
て
新
察
王
の

外
兵
参
軍
と
為
る
。
王
太
后
の
風
を
病
み
て
言
う
こ
と
能
わ
ず
。
脈
沈

あ
た

に
し
て
対
り
難
し
、
医
家
は
術
窮
せ
る
を
告
ぐ
。
胤
宗
日
く
、
餌
液

進
む
べ
か
ら
ず
、
と
。
即
ち
黄
者
防
風
煮
湯
数
十
鮒
を
以
て
、
林
下
に

置
く
。
気
霧
の
如
し
、
之
を
黛
薄
す
れ
ば
、
是
の
夕
に
語
る
。
義
興
の

太
守
に
擢
せ
ら
る
。
武
徳
の
初
め
、
散
騎
侍
郎
に
累
進
す
。
関
中
に
骨

蒸
疾
多
し
。
転
じ
て
相
染
し
、
得
る
者
み
な
死
す
。
胤
宗
の
療
視
す
れ

ば
必
ず
愈
ゆ
。
其
の
書
を
著
し
て
後
世
に
胎
え
ん
こ
と
を
勧
む
る
者
あ

た

だ

く

わ

り
。
答
え
て
日
く
、
医
は
特
意
な
る
の
み
。
思
慮
精
し
け
れ
ば
則
ち

之
を
得
る
な
り
。
脈
の
候
は
幽
に
し
て
明
ら
か
に
し
難
し
。
吾
が
意
の

解
す
る
所
は
、
口
能
く
宣
す
る
こ
と
な
し
。
古
の
上
医
、
要
は
脈
を
視

5
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あ

た

も

っ

る
に
在
り
。
病
乃
ち
識
る
べ
し
。
病
と
薬
と
値
れ
ば
、
唯
だ
一
物
を
用

お
さ

て
之
を
攻
む
。
気
純
な
れ
ば
愈
ゆ
る
こ
と
速
や
か
な
り
。
今
の
人
は

脈
を
為
む
る
こ
と
を
善
く
せ
ず
。
情
を
以
て
病
を
度
る
。
其
れ
物
多
く

し
て
以
て
幸
に
功
あ
る
な
り
。
醤
う
れ
ば
猟
し
て
免
か
か
る
を
知
ら
ず
、

め
ぐ

広
く
原
野
を
絡
ら
せ
、
一
人
の
之
を
獲
す
る
こ
と
を
翼
う
な
り
。
術

あ
わ

も
亦
疏
な
り
。
一
薬
の
偶
せ
て
右
味
を
得
れ
ば
、
相
制
し
て
力
を
専

ら
に
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
此
れ
愈
し
難
き
の
険
な
り
。
脈
の
妙
処
は
伝

う
べ
か
ら
ず
。
虚
し
く
方
剤
を
著
す
も
、
終
に
世
に
益
す
る
こ
と
な
し
。

此
れ
吾
の
書
を
著
わ
さ
ざ
る
所
以
な
り
、
と
。
年
七
十
余
に
し
て
卒
す
。

『
新
唐
書
』
「
許
胤
宗
伝
」
）

『
旧
唐
書
』
の
記
述
に
比
し
て
、
き
わ
め
て
洗
練
さ
れ
た
一
文
で
は
あ

る
が
、
あ
る
い
は
又
、
い
さ
さ
か
簡
略
に
過
ぎ
る
点
も
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
（
注
1
)
前
掲
の
大
塚
論
文
を
参
看
。

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
記
述
が
、
（
『
千
金
方
』
か
ら
）
我
が
国
の
『
医

心
方
』
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
更
に
又
こ
れ
と
は
別
に
『
金
厘
玉
函
経
』

に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
参
考
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
文
の

み
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

千
金
方
云
‘
:
・
…
又
云
、
仲
景
日
、
欲
治
諸
病
、
当
先
以
湯
洗
除
五
蔵

六
府
間
、
開
通
諸
脈
、
理
道
陰
陽
、
瘍
中
破
邪
、
潤
沢
枯
朽
、
悦
人
皮

膚
、
益
人
気
力
、
水
能
浄
万
物
、
故
用
湯
也
、
若
四
支
病
人
（
久
）
、

風
冷
発
動
、
次
当
用
散
、
散
能
逐
邪
、
風
気
湿
痺
、
表
襄
移
送
、
居
無

(15) 
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常
処
、
散
当
平
之
、
次
用
丸
、
丸
薬
能
逐
風
冷
、
破
積
緊
、
消
諸
堅
瑕
‘

進
飲
食
、
調
栄
衛
、
能
参
合
而
行
之
者
、
可
謂
上
エ
、
医
者
意
也
、
（
『
医

心
方
』
「
服
薬
節
度
」
）

張
仲
景
日
、
若
欲
治
疾
、
当
先
以
湯
、
洗
縣
五
蔵
六
府
、
開
通
経
脈
、

理
導
陰
陽
、
破
散
邪
気
、
潤
沢
枯
稿
、
悦
人
皮
膚
、
益
人
気
血
、
水
能

浄
万
物
、
故
用
湯
也
、
若
四
肢
病
久
、
風
冷
発
動
、
次
当
用
散
、
散
能

逐
邪
、
風
湿
痺
、
表
襄
移
送
、
居
無
常
処
者
、
散
当
平
之
、
次
当
用
丸
、

丸
能
逐
風
冷
、
破
積
緊
、
消
諸
堅
癌
、
進
飲
食
、
調
営
衛
、
能
参
合
而

行
之
者
、
可
謂
上
エ
、
医
者
意
也
（
『
金
匿
玉
函
経
』
）

以
下
、
『
子
華
子
』
に
つ
い
て
の
文
献
学
的
・
思
想
史
的
問
題
に
つ
い

て
は
、
主
に
工
藤
豊
彦
「
子
華
子
の
研
究
」
（
『
大
分
大
学
学
芸
学
部
紀
要
』

二
巻
一
号
、
一
四
三

I
一
五
五
頁
、
一
九
六
二
年
）
を
参
看
°

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
（
注
2
)
前
掲
拙
稿
及
び
本
田
済
『
易
学
』
（
第

一
章
特
に
一
〇
九
頁

S
、
平
楽
寺
書
店
、
京
都
、
一
九
六

0
年
）
を
参
看
。

8

以
下
、
吉
益
東
洞
の
医
学
思
想
に
お
け
る
『
医
事
古
言
』
と
『
古
書
医

言
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
吉
益
東
洞
『
古
書
医
言
』

の
文
献
学
的
考
察
ー
と
く
に
自
筆
原
稿
と
の
校
合
に
よ
っ
て
1

」

（
『
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
、
一
三
二
号
、
一
九
九
八
年
）

を
参
看
゜

9

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
吉
益
東
洞
の
天
命
説
に
つ
い
て
1

中

国
古
代
医
学
思
想
と
の
連
関
か
ら
I

」
(
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
三
巻

四
号
、
四
七

S
六
六
頁
、
一
九
九
七
年
）
を
参
看
。

10

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
前
掲
（
注
9
)
拙
稿
を
参
看
゜

11

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
注
1
)
大
塚
論
稿
を
参
看
゜

7
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